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R3.7.5 西村原自治会女性部「まねきねこ」づくり

みんなで幸せを呼び寄せよう！
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　島で何度目かのコロナ陽性者発生から
２週間、町の介護予防グループ活動自粛
要請期間の明けた６／２０（R３）月１開
催の常会を「三密」の心配のない、オリー
ブ畑のサンデッキで開催した。

　今回はウォーキング常会と銘打ち、会員の運動不足解
消を一つの目的とし通常よりは長い距離、おまけに坂道
を歩いての参加となった。
　池田湾を眺望し、時折心地よい風の流れる中、DVD
で「健康づくり」と「間違い探し脳活性ゲーム」を２台
のテレビで視聴後、取寄せ弁当をお持ち帰り頂いた。健
康ビデオは肺機能強化の為の「胸郭ストレッチ」、「コロ
ナワクチン接種後の副反応について｣、運動不足による「閉
塞性動脈（足の血管）硬化症とその予防｣の３テーマを視
聴。後日 90 才代の会員の方から｢痛かった足が習った足
マッサージで楽になった。出席出来なかった友達に教え
てあげる」との言葉をもらった。

　コロナ禍が始まった４月、書面議決総会でスタート、町から５月活動自粛要請、この自粛中に今後の
活動方針を、オリーブ畑のサンデッキで役員協議し以下決定。

　•自粛要請の無い限り月一回の常会を開催する
　•町開催のスポーツ大会や演芸大会が中止の場合、自治会館で常会を開催する
　•賄い昼食後に開催のイベントは午前中イベントに変更、お弁当を持帰り頂く
　•コロナ対策…ウイズコロナの為の情報発信を会員に頻繁に発信する
　　*女性役員や賄い女性会員で作る昼食は基本的に取寄せ弁当とする
　　*換気徹底、手すり・椅子等事前消毒、手指消毒、検温、接触感染防止
　　*講演や声を出すイベントはひかえ、ビデオ視聴主体の活動とする

全体活動６月再開、８月の女性会員読経による物故者法要もビデオによる念仏・ご詠歌に変更。中止の
スポーツ大会の代わりにシャッフルボードゲームを 実施。１２月には再度自粛要請が有り１２月常会、
１月の新年会も中止。２月再開後中止の演芸大会に代わり過去５年間合唱出場したビデオを視聴。以上
ビデオ視聴を主体に、話せないが、顔を見せ合うだけでもの思いで可能な限り活動を行った。

昨年（令和２年度 )の活動

コロナ禍での老人クラブ活動

会長　渡 邉 雅 敏

池田 北地老人クラブ「北陽会」

会員所有のオリーブ畑サンデッキ会員所有のオリーブ畑サンデッキ

手指消毒手指消毒検　温検　温

ビデオに合わせ足マッサージビデオに合わせ足マッサージ

ビデオで間違い探しゲームビデオで間違い探しゲーム

新型コロナウイルス感染防止のため「３密（密閉・密集・密接）を避けましょう」
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新型コロナウイルス感染防止のため「こまめに換気をしましょう」
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マリアの園　理学療法士　田宮和幸笑顔 あふれる時間

豊 寿 園フレイルの介入方法について

施設紹介

　マリアの園では日中の活動量を増やし、寝たきりを防止することや、身体機能や認知機能を維持していくこと等
を目的に、生活リハビリの一環として入所者の方にレクリエーションを実施しています。
　レクリエーションを始める前にはまず準備運動も兼ねて体操を行い、しっかりと手足を動かしてもらっています。
普段はじっとしてあまり動かれることがない入所者の方も職員の動きを真似して自身で動かしてくれています。身
体の機能を維持していく為には、誰かに動かしてもらうよりも入所者の方自身で動かしてもらう方が断然効果があ
ります。
　そして体操終了後にボール蹴りや風船バレー、魚釣りゲーム、ボーリング、輪投げ、棒サッカー等、身体を動か
しながら入所者の方が楽しめる内容を提供しています。活動中には普段表情の変化などが少ない入所者の方の笑い
声が聞こえたり、「あんな表情見たことがない」と思うようなとてもいい笑顔がみられたりと入所者の方にとって
も職員にとっても充実した時間が過ごせています。
　現在は全国的に新型コロナウイルス感染症が流行しており、三密にならないよう少人数で実施していますが、後々
はもっと大人数で実施していきたいと考えています。今後も入所者の方々が体や頭を使いながら楽しい時間が過ご
せるよう工夫して提供していきたいと思います。

　高齢者に発生しやすいフレイルは、適切に予防すれば
日頃の生活にサポートが必要な要介護状態に進まずにす
む可能性があります。今回は当園デイケアのフレイルサ
イクルやフレイルへの介入方法についてわかりやすくま
とめました。

　フレイルを予防することの意味は、２つあります。
１つはフレイルに陥らないようにすること、もう１つ
はフレイルが進行するのを防ぐことです。対応方法は
どちらも似ているので、フレイルの予防としてまとめ
て説明します。

　糖尿病や高血圧、腎臓病、心臓病、呼吸器疾患、整形
外科的疾患などの慢性疾患がある場合には、まず持病の
コントロールをすることが必要です。治療がうまくいっ
ていないと、フレイルを悪化させてしまう可能性があり
ます。当園では定期的に医師の診察をデイケアでも行っ
ています。

　高齢者であっても運動療法によって筋力が維持され
るということが一部研究で報告されています。運動療
法は個人にあったものから始めることが大切です。ベッ
ドの上で足の運動を行うことから始まり、椅子に座っ
たり立ち上がったりを繰り返したり、歩行距離を徐々
に延ばしていくように運動強度を調整します。また運
動療法は栄養療法とセットで行う必要があります。低
栄養状態で運動を行っても筋肉がつかないどころか、
低栄養状態を助長してしまいます。当園では筋肉をつ
けるために必要な良質なたんぱく質を摂れるような食
事指導をしています。

　高齢になると免疫力が低下するため、感染症にかか
ると重症化しやすくなります。日頃から適度な運動や
バランスのよい食事などにより感染症に強い体づくり
をするだけでなく、予防接種をしておくのもフレイル
を予防する1つの方法といえます。

　フレイルの介入方法には、持病のコントロール、運動
療法、栄養療法、感染症の予防などが挙げられます。

フレイルを予防することの意味

フレイルサイクルとは

フレイルへの介入方法

1. 持病のコントロール

2. 運動療法と栄養療法

3. 感染症の予防

加齢に伴う
食欲不振

慢性的な
低栄養

食事量
低下

活動量
低下

身体機能
低下 筋力低下

サルコペニア
エネルギー消費量

低下

加齢に伴う
筋肉量低下

疾 患

※フレイルとは
　気力や体力が徐々に落ち、要介護状態になる前の「虚弱」な段階。



新型コロナウイルス感染防止のため「会話はマスクをして」
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令和２年度 事業報告

令和２年度事業報告及び収支決算・令和３年度事業計画及び収支予算

地域福祉の推進

総　務

法　　人　　運　　営

心配ごと相談所の開設

広　　報　　活　　動

共　　同　　募　　金

①一般・賛助会員の加入促進
　自治会、福祉委員と連携して一般会員、賛助会員の加入促進をしました。
②事務局体制の整備
　リモートで業務に関する研修を受け、知識や意識の向上に努めました。
③会議の運営
　理 事 会：年２回開催　評議員会：年２回開催

町民の日常生活上のあらゆる心配ごと相談に応じ、適切な助言指導を行い、
福祉の向上を図りました。

本社協の社会福祉を目的とする事業に関する普及、宣伝を行いました。
〇広報誌「ふくしだより」年２回発行

小豆島町共同募金委員会の運営及び共同募金運動への支援を行いました。
〇募金実績額　５,０３３,５７３円

地域福祉推進事業 地域での福祉活動に対する自治会への助成を行いました。

小豆島町から生活支援体制整備事業「こまめ事業」の一部を受託し、こまめ
リーダー会議の開催やチェックリストを用いた実態把握、「支え愛活動」の講
義を行いました。

日常生活自立支援事業

従来からの事業ですが、新型コロナウイルス感染症に起因する生活困窮者への
支援のための貸付事業として、緊急小口資金・総合支援資金特例貸付を実施
しました。　〇相談件数　１９４件

生活困窮者自立相談
支援事業

生活困窮者に対し、自立に向けて状況に応じた支援を行いました。
〇新規相談件数　２３件

車いすの貸出を１２件実施しました。

香川おもいやり
ネットワーク事業

社会福祉法人・施設・社会福祉協議会・民生委員児童委員がつながり、地域
の課題を解決するためのネットワーク体制づくり、総合相談・支援事業、人材
育成、福祉教育の推進を行いました。

小地域ネットワーク事業 絆バトン、命の笛の配付事業を実施しました。

一人暮らし高齢者を
励ます会

一人暮らし高齢者を対象に、集会所等で交流会を行いました。開催が困難な
ところは、見守りも兼ねプレゼント、弁当の配付を行いました。

配食サービス事業 食事を作ることが困難な高齢者世帯に対し、栄養バランスのよい食事を提供
し、安否確認を行いました。　〇配食数：延６,７９７食

生活支援サービス事業 在宅の高齢者に対し、軽度な日常生活上の援助を行いました。
〇利用者数：３５名　〇支援時間：１６７６.５時間

福祉機器貸出事業

生活支援
コーディネーター事業

判断能力が不十分な高齢者や障害者などを対象に、福祉サービスの利用
援助や手続きの代行、金銭管理などの援助を行いました。
〇相談支援回数　２７３回

生活福祉資金貸付事業



〈収入の部〉 〈支出の部〉

〈収入の部〉 〈支出の部〉

（単位：円）

（単位：円）

令和２年度 収支決算

［重点推進項目］

令和３年度 収支予算

支出
43,702,000
支出

43,702,000

人件費
26,626,000
人件費
26,626,000

事務費
7,161,000
事務費
7,161,000

事業費
1,726,000
事業費
1,726,000

助成金・負担金
2,059,000
助成金・負担金
2,059,000 予備費

6,130,000
予備費
6,130,000

会費 2,677,200会費 2,677,200

収入
45,709,346
収入

45,709,346

寄付金
190,940
寄付金
190,940

補助金
8,114,501
補助金
8,114,501

受取利息
配当金
1,024

受取利息
配当金
1,024

利用者負担金
23,225
利用者負担金
23,225

その他
6,813,783
その他
6,813,783

前年度繰越金
6,660,586
前年度繰越金
6,660,586

受託金
18,019,666
受託金
18,019,666

事業収入 186,100事業収入 186,100

共同募金
配分金
3,022,321

共同募金
配分金
3,022,321

会費
2,660,000
会費
2,660,000

収入
43,702,000
収入

43,702,000

寄付金
300,000
寄付金
300,000

補助金
8,281,000
補助金
8,281,000 助成金

10,000
助成金
10,000

受託金
16,179,000
受託金
16,179,000

受取利息
配当金
7,000

受取利息
配当金
7,000

利用者
負担金
25,000

利用者
負担金
25,000

活動基金取崩
6,858,000
活動基金取崩
6,858,000

その他
2,595,000
その他
2,595,000

前年度繰越金
3,694,000
前年度繰越金
3,694,000

事業費 193,000事業費 193,000

共同募金
配分金
2,900,000

共同募金
配分金
2,900,000

支出
45,709,346
支出

45,709,346

人件費
26,113,575
人件費
26,113,575

事務費 6,341,710事務費 6,341,710

事業費
1,163,655
事業費
1,163,655

助成金・
負担金
1,817,532

助成金・
負担金
1,817,532

固定資産
取得
151,800

固定資産
取得
151,800

その他
1,977,188
その他
1,977,188

当期年度末残高
8,143,886
当期年度末残高
8,143,886

　令和２年度は、新型コロナウイルス感染症により、これまでの日常が大きく崩れてしまいました。
特に、福祉の分野では、高齢であったり、介護での人と人の接触であったりと大変な日々が続い
ています。そして、これに加え、多様で複合的な地域生活課題が顕在化してきています。
　本町においても生活福祉資金貸付を通じて、潜在していた生活困窮問題が表に出てきたので
はないかと感じます。そこには雇用関係の脆弱性、労働意欲の問題、セーフティネットの在り方
など対応が難しい問題が多くみられます。
　相談・支援は、社会福祉協議会の基本的な業務です。生活困窮問題を含め、地域の福祉ニー
ズにまずは相談に乗る、そしていろいろな部門との連携によって問題解決を図っていくことを着実
に実行していきます。
　また、職員が地域に出ていき、そこにある福祉ニーズを探すことも重要なことであり、繋がり
の中から地域福祉問題を解決していく方策を探っていきたいと考えます。
　令和３年度においても、重点推進項目を中心に、社会福祉協議会の存在意義を高める事業を
推進していきます。

①地区担当制の導入　②法人成年後見等の取り組み　③災害ボランティアセンター運営訓練
の実施　④財政基盤の強化　⑤こまめ事業への協力 (生活支援コーディネーター事業 )

新型コロナウイルス感染防止のため「こまめな手洗い・咳エチケットを」
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令和３年度 事業計画



自令和３年６月24日～至令和５年６月下旬

小豆島町社会福祉協議会組織図（令和3年6月改選）

理　　事

監　　事

事　務　局 苦 情 解 決 体 制

評　　議　　員

安 井 信 之
後 藤 正 樹
濵 田 　 茂
中 江 　 正
武 部 廣 文
森 　 一 弘
木 村 敏 夫
中 桐 笑 子
桝 田 陽 子
川 西 　 剛
三 木 　 功
森 崇
田 中 　 仁

石 田 良 行
山 口 真 人

空 林 志 郎
大 森 猛 広

事 務 局 長
地域福祉係長

空 林 志 郎
坂 下 親 弘
岡 田 恕 枝

責 任 者
第三者委員
第三者委員岡 田 真 弓

三 宅 雅 子
木 下 裕 美

笠 井 玲 子
山 下 美 穂
岡 田 直 子

空 田 利 一
石 井 正 信
棟 保 　 博
松 井 勝 行

山口眞理子
八 木 英 機
楠 　 初 美
新 茶 善 昭

山 本 順 子
村 田 美 紀
八 木 正 人
三 木 克 彦

岡 田 恕 枝
坂下順一郎
松 岡 綾 子
石 井 純 一

企画財政運営委員会
中 江 　 正
三 木 　 功

濵 田 　 茂
森 崇

安 井 信 之
田 中 　 仁

委員長
副委員長

在宅福祉委員会
森 　 一 弘
三 木 　 功

木 村 敏 夫
森 崇

武 部 廣 文
中 桐 笑 子

委員長
副委員長

広 報 委 員 会
後 藤 正 樹
三 木 　 功

桝 田 陽 子
森 崇

川 西 　 剛
中 島 有 紀

委員長
副委員長

会
　
長

副
会
長

三
　
　
木
　
　
　
功

森
　
　
　
　
　
　
崇

自令和３年６月18日～至令和７年６月下旬

※理事・監事・評議員は、議会、行政、自治会、民生委員
　児童委員、老人クラブ、婦人会、身障者団体、福祉施
　設、保健・医療機関、学校、ボランティア、福祉委員の
　代表及び学識経験者で構成されています。

福祉機器貸出事業に活用させていただきます。
ありがとうございました。

小豆島ライオンズクラブ 様第６回 社会福祉大会開催のお知らせ

車イス1台

善意の寄付

　本大会は、町内の福祉関係者が一堂に会し、
3年に一度開催しています。「だれもが安心して
暮らせる福祉のまちづくり」の実現を目指し、
一人ひとりが今後の活動に取り組む決意を新
たにするとともに、多年にわたり本町社会福祉
の発展に貢献された方々の顕彰と記念講演を
行います。

＊日程等の詳細は、決定次第お知らせ致します。
　状況により、内容等の変更・中止になる場合がありますが、
　ご了承ください。

お問い合わせ
小豆島町社会福祉協議会　82-5318

新型コロナウイルス感染防止のため「お互いに十分な距離を取りましょう」
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